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今
年
も
早
い
も
の

で
師
走
と
な
っ
た
。

一
昨
年
の
３
・
11
東

日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
が
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
中
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
が
多
か
っ
た
事

が
記
憶
に
残
っ
た
年
で
も
あ
る
▼

昨
年
の
師
走
は
衆
議
院
選
の
圧
勝

を
受
け
て
第
２
次
「
安
倍
政
権
が

発
足
」
し
、
日
本
経
済
を
立
て
直

す
と
し
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と

称
さ
れ
る
「
経
済
対
策
（
３
本
の

矢
）」
を
打
ち
出
し
、
結
果
と
し

て
円
安
・
株
高
で
輸
出
企
業
を
中

心
と
し
て
企
業
収
益
が
改
善
さ
れ

た
。
し
か
し
、
賃
上
げ
に
は
結
び

つ
か
な
い
結
果
が
、
労
働
者
の
実

感
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
▼
私
た
ち
が
危
惧
し
た
通

り
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
自

民
党
は
選
挙
前
「
勝
つ
ま
で
は
静

か
に
」
と
刺
激
的
発
言
な
ど
は
控

え
て
い
た
が
、
選
挙
に
圧
勝
し
経

済
政
策
で
得
た
高
い
支
持
率
を
背

景
と
し
、
発
足
１
年
を
待
た
ず
に
、

「
戦
争
準
備
法
・
平
成
の
治
安
維

持
法
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
「
特
定

秘
密
保
護
法
案
」
を
数
の
力
で
衆

議
院
を
通
過
さ
せ
、
会
期
末
を
見

据
え
て
参
議
院
で
の
成
立
を
目
指

し
て
い
る
▼
11
月
に
開
催
し
た
地

方
広
聴
会
で
は
、
自
民
党
が
推
薦

し
た
意
見
陳
述
者
も
含
め
全
員
が

反
対
意
見
を
述
べ
、
国
会
の
論
戦

で
も
「
何
が
秘
密
で
誰
が
決
め
る

の
か
」
に
明
確
な
答
え
も
な
く
、

「
ア
メ
リ
カ
か
ら
法
整
備
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。
国
民
の
利
益
に
も

つ
な
が
る
」
と
強
弁
し
、
政
権
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
も
の
は
恣
意

的
に
「
特
定
秘
密
」
に
で
き
る
内

容
に
恐
怖
を
覚
え
る
▼
安
倍
政
権

の
次
の
目
標
は
「
憲
法
改
正
」
で

あ
る
。
憲
法
改
正
に
関
わ
る
情
報

が
漏
れ
な
い
よ
う
、
秘
密
裏
に
進

め
る
た
め
に
「
特
定
秘
密
保
護
法

案
」
の
成
立
を
急
い
で
い
る
。
今

年
の
師
走
が
「
戦
争
の
始
ま
り
」

と
歴
史
に
残
ら
な
い
、
記
憶
に
残

る
「
廃
案
運
動
」
を
粘
り
強
く
取

り
組
も
う （
小
）

　

佐
々
木
研
司
委
員
長
ら
新
役
員
選
出

第35回盛岡支部
定期大会

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
安
全
問
題

　
労
働
条
件
改
善
な
ど
闘
い
に
全
力

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
安
全
問
題

　
労
働
条
件
改
善
な
ど
闘
い
に
全
力

　

盛
岡
支
部
は
、
第
35
回
定
期
支
部
大
会
を
11
月
16
日
に
盛
岡
国
労
会
館
で
開
催
し
、
関
係
者
約
60
人
が

参
加
し
た
。

　

経
過
・
方
針
の
討
論
で
は
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
と
技
術
継
承
問
題
、
一
関
市
議
会
議
員
選
挙
の
報

告
、
岩
泉
線
廃
線
問
題
、
職
場
の
厳
し
い
労
働
実
態
な
ど
11
人
が
発
言
し
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
向
か
う
１
年
間
は
「
組
織
拡
大
」
「
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
」
「
正
常
か
つ

健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
」
「
労
働
条
件
改
善
」
「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」
「
仕
事
・
安
全
総
点
検

運
動
の
強
化
」
「
契
約
社
員
・
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
の
待
遇
改
善
」
「
反
原
発
」
「
消
費
増
税
反
対
」

な
ど
多
く
の
闘
い
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
意
思
統
一
し
た
。

　

大
会
は
議
長
に
稲
葉
孝
代
議
員

（
北
上
駅
連
合
分
会
）
が
選
出
さ

れ
進
め
ら
れ
た
。

　

最
初
に
佐
々
木
研
司
委
員
長
が

「
第
２
次
安
倍
内
閣
に
よ
る
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
、
企
業
重
視
で
本
当

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

▽
12
月
14
日
（
盛
岡
）

　

第
１
回
東
北
協
議
会
幹
事
会

▽
12
月
15
日
（
盛
岡
）

　

地
方
工
務
協
定
期
委
員
会

▽
12
月
18
日
（
盛
岡
）

　

岩
手
県
交
運
労
協
定
期
総
会

▽
12
月
21
日
（
盛
岡
）

　

地
本
交
渉
委
員
・
職
能
別
協
議

　

会
代
表
者
会
議

〈
２
０
１
４
年
〉

▽
１
月
11
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
旗
開
き

▽
１
月
12
日
（
青
森
）

　

青
森
支
部
旗
開
き



















の
景
気
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

来
年
４
月
の
消
費
税
８
％
を
決
定

し
、
勤
労
国
民
に
増
税
を
押
し
付

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
被
災
線
区

は
、
地
元
住
民
の
求
め
る
鉄
路
で

の
復
旧
は
見
通
し
が
付
か
な
い
。

　

11
月
22
日
青
森
県
労
働
福
祉
会

館
で
青
森
県
交
運
労
協
の
第
21
回

定
期
総
会
が
関
係
者
41
人
が
参
加

（
国
労
３
人
）
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
議
長
に
は
三
村
代
議
員

（
全
港
湾
）
が
選
出
さ
れ
議
事
に

入
り
、
山
内
議
長
（
運
輸
労
連
）

か
ら
「
念
願
の
交
通
基
本
法
が
交

通
政
策
基
本
法
と
名
称
は
変
更
さ

岩
泉
線
は
残
念
な
が
ら
廃
線
が
決

定
し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け
る

事
故
を
見
て
、
我
々
も
安
全
問
題

と
技
術
継
承
を
、
組
織
拡
大
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
一
関

市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
千
葉
信

吉
さ
ん
当
選
に
向
け
、
一
関
地
区

協
を
中
心
に
取
り
組
み
当
選
を
果

た
し
た
。
私
た
ち
の
正
し
い
運
動

を
次
の
世
代
に
伝
え
、
大
き
く
し

て
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る
」
と

挨
拶
し
た
。

　

討
論
で
は
、
運
輸
職
場
か
ら

「
若
手
に
仕
事
を
見
せ
る
・
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
仕
事
も
出

来
て
何
で
も
話
せ
る
環
境
を
作
り

た
い
。
会
社
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の

仕
事
を
教
え
て
い
る
。
異
常
時
の

対
応
が
不
十
分
で
乗
客
か
ら
苦
情

が
で
て
い
る
」
貨
物
職
場
か
ら

「
設
備
範
囲
は
増
え
、
仕
事
も
増

え
た
が
要
員
が
少
な
い
。
立
会
い

で
は
助
役
の
役
割
を
行
い
、
事
故

に
な
ら
な
い
ぎ
り
ぎ
り
で
仕
事
を

し
て
い
る
」
施
設
職
場
か
ら
「
新

入
社
員
が
毎
年
入
っ
て
く
る
が
、

自
分
た
ち
の
仕
事
が
忙
し
く
技
術

継
承
が
で
き
な
い
状
況
」
駅
職
場

か
ら
「
11
月
１
日
か
ら
券
売
機
案

内
業
務
の
廃
止
に
伴
い
、
改
札
補

助
・
車
椅
子
案
内
が
大
変
に
な
っ

た
。
新
採
が
毎
年
入
っ
て
く
る
。

話
は
で
き
て
い
る
が
２
年
で
運
輸

区
へ
転
勤
し
て
い
く
」
な
ど
の
発

言
が
あ
っ
た
。

　

佐
藤
都
久
雄
書
記
長
が
「
一
関

市
議
選
の
闘
い
に
国
労
の
底
力
を

見
る
。
さ
れ
ど
国
労
、
や
っ
ぱ
り

国
労
と
の
評
価
。
組
織
拡
大
は
、

悩
む
な
ら
行
動
、
決
め
る
の
は
相

手
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
。
労

働
条
件
改
善
・
安
全
安
定
輸
送
の

確
立
、
２
０
１
４
春
闘
勝
利
、
公

共
交
通
の
確
保
、
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
闘
い
、
組
織
強
化
・
拡

大
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

集
約
し
向
か
う
１
年
間
の
運
動
方

針
が
採
択
さ
れ
た
。

　

大
会
は
中
堤
聡
司
副
委
員
長
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
最
後
に
全

員
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し

た
。

　
　
　
　
　
　

◇

〈
盛
岡
支
部
新
執
行
体
制
〉

◎
執
行
委
員
長

　

佐
々
木
研
司　

再
任

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

菅
原　

高
明　

再
任

（
一
関
工
務
分
会
）

　

中
堤　

聡
司　

再
任

（
盛
岡
施
設
分
会
）

◎
書
記
長

　

佐
藤
都
久
雄　

再
任

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

◎
執
行
委
員

　

戸
田　

智
章　

再
任

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

　

袰
岩  

哲
彦　

再
任

（
宮
古
地
域
分
会
）

　

米
田　

勝
義　

再
任

（
盛
岡
運
転
分
会
）

◎
会
計
監
査
員

　

高
杉　
　

均　

新
任

（
北
上
工
務
分
会
）

　

立
木　

秀
明　

新
任

（
一
関
運
輸
分
会
）

　

11
月
22
日
〜
23
日
本
部
主
催
の

国
労
「
フ
ク
シ
マ
」
交
流
学
習
会

（
46
人
参
加
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
全
国
か
ら
参
加
し
た
組

合
員
と
郡
山
駅
前
か
ら
Ｊ
Ｒ
バ
ス

で
被
災
地
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

元
自
動
車
分
会
の
組
合
員
が
自
ら

の
被
災
し
た
体
験
を
話
し
な
が
ら

現
地
視
察
の
道
案
内
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
視
察
の
中
で
一
番
心
に

焼
き
つ
い
た
の
は
、
津

波
に
よ
り
ホ
ー
ム
と
跨

線
橋
だ
け
残
っ
た
富
岡

駅
の
無
残
な
姿
で
し
た
。

過
去
に
「
運
転
停
車
」

し
た
事
を
思
い
出
し
思

わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。

荒
れ
果
て
た
街
並
み
を

窓
越
し
に
見
な
が
ら
宿

泊
地
の
磐
梯
熱
海
温

泉
・
浅
香
荘
に
む
か
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
９
時
か
ら
国

労
議
員
団
の
狩
野
光
昭

い
わ
き
市
議
か
ら
現
地

の
現
状
と
復
興
へ
の
取

り
組
み
、
水
戸
地
本
か
ら
被
災
地

本
と
し
て
の
組
合
員
の
心
の
ケ
ア

な
ど
の
報
告
を
受
け
、
電
車
で
郡

山
駅
前
の
「
ビ
ッ
グ
ア
イ
」
に
移

動
し
現
地
交
流
集
会
を
約
２
５
０

人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
福
島
県
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
五
十
嵐
事
務
局
長
か
ら
挨

拶
を
戴
き
、
双
葉
原
発
反
対
同
盟

の
佐
藤
龍
彦
氏
か
ら
原
発
事
故
の

現
状
と
課
題
を
熱
く
語
っ
て
戴
き

ま
し
た
。
次
に
小
高
工
業
高
校
1

年
の
時
に
被
災
し
た
高
野
さ
く
ら

さ
ん
か
ら
、
高
校
生
平
和
大
使
と

し
て
外
国
の
仲
間
と
交
流
、
原
発

事
故
に
よ
っ
て
仲
間
と
離
れ
離
れ

に
な
っ
た
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
原
発
と
人
類
は
共
存

出
来
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
言
っ
た

姿
に
改
め
て
原
発
事
故
に
対
し
怒

り
が
こ
み
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後

米
子
・
北
陸
・
静
岡
と
盛
岡
の
地

本
か
ら
原
発
立
地
地
本
と
し
て
の

闘
い
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
盛

岡
は
私
が
、
青
森
県
の
六
ヶ
所
サ

イ
ク
ル
施
設
と
大
間
原
発
の
建
設

に
反
対
す
る
闘
い
を
青
森
県
平
和

労
組
会
議
の
一
員
と
し
て
行
動
し

て
き
た
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
真
子
本
部
書
記
長
が

「
原
発
事
故
が
今
な
お
多
く
の
住

民
を
苦
し
め
て
い
る
。
こ
の
事
を

広
く
組
合
員
に
伝
え
る
た
め
に
は

今
回
の
勉
強
会
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
部
と
し
て
関
係
地

本
と
連
携
し
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す

運
動
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
ま
と

め
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
参
加
し
原
発
事
故
の

恐
ろ
し
さ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
崩

さ
れ
た
人
間
関
係
が
修
復
出
来
ず

に
い
る
事
に
心
が
痛
む
思
い
を
持

っ
て
青
森
に
帰
り
ま
し
た
。

　

青
森
支
部　

阿
保　

光
春

れ
た
が
内
容
的
に
は
大
幅
な
相
違

は
な
く
衆
議
院
を
通
過
し
よ
う
や

く
施
行
の
見
通
し
が
立
っ
た
。
し

か
し
自
分
た
ち
が
目
指
す
も
の
と

幾
分
の
開
き
が
あ
る
。
安
全
は
す

べ
て
に
優
先
す
る
課
題
だ
と
の
認

識
を
持
ち
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

提
言
し
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
鹿
糠
東
北
交

運
労
協
副
議
長
か
ら
「
行
き
過
ぎ

た
規
制
緩
和
で
弊
害
は
出
て
き
て

い
る
が
、
こ
れ
に
屈
す
る
こ
と
な

く
お
客
さ
ま
（
利
用
者
）
に
信
頼

さ
れ
る
政
策
の
提
言
を
し
続
け
実

現
す
る
事
が
使
命
だ
」
と
の
挨
拶

を
受
け
、
東
北
運
輸
局
青
森
支
局

の
丹
藤
主
席
専
門
官
、
連
合
青
森

の
石
田
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
安

全
・
安
心
・
良
質
の
交
通
産
業
確

立
に
向
け
取
り
組
む
」・「
労
働
者

に
不
利
益
な
制
度
に
な
り
う
る
労

働
法
改
正
案
阻
止
に
向
け
世
論
を

巻
き
込
む
運
動
を
展
開
し
よ
う
」

と
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
題
討
議
で
は
２
０
１
２
年
度

の
活
動
経
過
と
決
算
報
告
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
２
０
１
３
年

度
の
運
動
方
針
と
し
て
提
起
さ
れ

た
少
子
高
齢
化
や
地
方
の
過
疎
化

が
顕
著
に
な
る
中
、
地
域
公
共
交

通
の
存
続
・
活
性
化
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
総
合
交

通
体
系
の
確
立
の
実
現
を
通
し
て
、

社
会
的
に
も
必
要
不
可
欠
な
基
幹

産
業
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
社

会
的
貢
献
を
尽
く
す
と
い
う
方
針

が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
再
任
さ
れ

た
山
内
議
長
の
音
頭
で
団
結
頑
張

ろ
う
で
総
会
を
終
了
し
た
。
そ
の

後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
交
流
を

深
め
た
。

青
森
支
部  

石
田 

春
夫

当面する方針を確認した盛岡支部定期大会

被災した富岡駅で記念の撮影

第
21
回
青
森
県
交
運
労
協
定
期
総
会

総
合
交
通
体
系
の
確
立

　
社
会
的
貢
献
を
尽
く
す

国
労
「
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会
」

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
し

  

運
動
を
作
っ
て
い
く
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11
月
９
日
、
国
労
青
森
支
部
会

館
で
「
第
８
回
支
部
組
織
拡
大
対

策
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
各
分

会
か
ら
14
人
が
参
加
し
、
組
織
拡

大
に
む
け
て
意
見
を
持
ち
寄
っ
て

交
流
を
深
め
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
事
故
以
来
恒
常
的
に
列
車
の

遅
れ
や
運
休
な
ど
で
新
青
森
駅
で

よろしくお願いしますよろしくお願いします

地本役員は
　こんな面々
地本役員は
　こんな面々

55
人
の
参
加
で
現
状
を
再
確
認

　

第
18
回
東
日
本
本
部
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
11
月
９
日
（
土
）
に
皇
居

外
周
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
駅
伝
競

技
に
17
チ
ー
ム
１
０
６
人
、
個
人

競
技
に
56
人
が
参
加
し
、
12
時
15

に
個
人
、
13
時
15
分
駅
伝
競
技
ス

　

２
０
０
６
年
11
月
の
一
括
和
解

以
降
組
織
拡
大
の
ウ
ネ
リ
は
大
き

く
な
り
、
今
年
８
月
に
開
催
さ
れ

た
第
27
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期

◎
執
行
委
員
長

　

佐
々
木　

力　

55
歳

（
盛
岡
施
設
分
会
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

佐
々
木
政
志　

51
歳

（
青
森
運
転
分
会
）

◎
執
行
委
員

　

菊
池　

要
悦　

50
歳

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

◎
特
別
執
行
委
員

　

小
野
寺
京
子　

58
歳

（
一
関
運
輸
分
会
）

◎
特
別
執
行
委
員

　

田
崎　

秋
弘　

50
歳

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

◎
会
計
監
査
員

　

山
川　
　

治　

57
歳

（
盛
岡
運
転
分
会
）

◎
会
計
監
査
員

　

鈴
木　

清
正　

51
歳

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

◎
執
行
副
委
員
長

　

小
林　

良
宏　

53
歳

（
盛
岡
施
設
分
会
）

◎
書
記
長

　

沢
田　

光
広　

51
歳

（
北
上
工
務
分
会
）

◎
執
行
委
員

　

及
川　
　

孝　

49
歳

（
盛
岡
電
気
分
会
）

◎
特
別
執
行
委
員

　

佐
々
木
研
司　

55
歳

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

◎
特
別
執
行
委
員

　

齋
藤　

庄
司　

58
歳

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

◎
会
計
監
査
員

　

小
笠
原
勝
豊　

49
歳

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

新
幹
線
に
接
続
が
で
き
ず
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
最
近
は
国
労
に
も

見
習
い
を
付
け
て
い
る
が
自
分
が

ケ
ガ
を
し
な
い
、
周
り
に
も
ケ
ガ

を
さ
せ
な
い
、
仕
事
の
ミ
ス
は
そ

の
場
で
終
わ
ら
せ
、
後
に
引
き
ず

ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
職

場
の
レ
ク
に
出
来
る
だ
け
参
加
し

若
手
と
話
を
す
る
よ
う
に
、ま
た
、

マ
イ
プ
ロ
に
も
参
加
し
若
手
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
」「
夜
間

作
業
が
多
く
、ほ
と
ん
ど
外
注
化
・

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
丁
寧
に
仕
事
を

教
え
る
迄
に
な
っ
て
い
な
い
。
若

手
は
業
研
な
ど
で
残
業
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
若
手
と
交
流
出

来
る
雰
囲
気
は
で
き
つ
つ
あ
る
」

「
検
修
職
場
の
若
手
は
団
結
力
が

強
く
、
新
採
へ
の
接
触
は
い
ま
の

と
こ
ろ
難
し
い
。
分
会
と
し
て
突

　

第
10
回
東
北
協
議
会
総
会
は
11

月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
盛
岡
市

つ
な
ぎ
温
泉
「
愛
真
館
」
で
開
催

さ
れ
、
関
係
者
55
人
（
盛
岡
地
本

は
16
人
）
が
参
加
し
た
。

　

総
会
の
前
段
で「
非
正
規
雇
用
・

業
務
委
託
と
労
働
法
」
と
題
し
、

破
口
を
見
い
だ

せ
な
い
状
況
」

「
職
場
は
平
成

採
用
が
７
割
。

平
成
採
用
者
は

国
労
と
い
う
組

合
に
対
し
ア
レ

ル
ギ
ー
は
無
い

が
、
組
合
運
動

に
は
持
っ
て
い

る
。
７
年
か
け
て
１
人
前
に
し
よ

う
と
若
手
へ
の
技
術
継
承
に
会
社

は
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
出
張
・

研
修
が
多
く
育
成
シ
ー
ト
通
り
に

進
ま
な
い
。
若
手
に
は
三
大
事
故

防
止
の
取
り
組
み
を
作
業
前
に
意

識
づ
け
さ
せ
て
い
る
」「
東
労
組

は
職
場
の
掲
示
板
で
、
国
労
の
組

織
破
壊
攻
撃
か
ら
組
織
を
守
る
な

ど
を
過
激
に
主
張
。
見
習
い
が
１

人
立
ち
す
る
際
、
こ
れ
ま
で
は
激

励
と
慰
労
を
兼
ね
た
交
流
会
を
開

催
し
て
い
た
が
、
一
部
の
労
組
役

員
の
横
や
り
で
交
流
会
自
体
が
無

く
な
っ
た
」な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

今
、
各
職
場
で
は
、
国
労
組
合

員
に
も
多
く
の
東
労
組
の
若
手
が

見
習
い
に
付
き
、
業
務
知
識
を
吸

収
し
て
い
る
。
若
手
と
接
触
す
る

場
面
は
以
前
と
比
べ
れ
ば
格
段
に

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
国
労
へ
誘

う
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
国

労
加
入
を
自
信
を
持
っ
て
奨
め
る

為
に
も
、
私
た
ち
が
職
場
の
中
心

と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
趣
味
な

ど
通
じ
た
関
係
や
、
一
歩
進
ん
だ

仕
事
や
安
全
問
題
な
ど
話
し
合
え

る
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に

努
力
す
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
組

織
拡
大
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
意

思
統
一
し
終
っ
た
。

青
森
支
部　

高
瀬　

貴
弘

福
田
護
弁
護
士
（
国
労
東
日
本
弁

護
団
）
を
講
師
に
向
か
え
東
北
労

働
講
座
を
開
催
し
た
。「
非
正
規

社
員
は
有
期
雇
用
が
多
く
、
次
の

契
約
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
極
め

て
弱
い
立
場
に
あ
る
。
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労

働
条
件
改
善
に
向
け
労
働
組
合
が

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
」

と
講
義
を
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
齋
藤
庄
司
協
議
会
議

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
「
東
日
本
本

部
の
取
り
組
み
と
課
題
」
と
題
し

佐
藤
正
幸
東
日
本
本
部
書
記
長
、

「
共
済
事
業
活
動
の
強
化
に
つ
い

て
」
と
題
し
太
田
博
二
交
運
共
済

東
北
支
所
副
本
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
提
起
を
受
け
た
。

　

２
日
目
は
、
真
子
俊
久
本
部
書

記
長
か
ら
本
部
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
起
を
受
け
た
。
職
場
活
動

報
告
で
は
７
人
が
発
言
し
、
盛
岡

も
舘
洞
孝
一
さ
ん
（
盛
岡
駅
連
）

髙
橋
凉
さ
ん
（
盛
岡
貨
物
）
の
２

人
が
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
厳

し
い
貨
物
の
実
態
を
報
告
し
た
。

他
地
本
か
ら
組
織
拡
大
の
報
告
を

受
け
、私
た
ち
は
「
待
っ
た
な
し
」

の
状
況
を
再
確
認
し
た
。
一
歩
踏

み
込
ん
だ
行
動
を
、
明
日
か
ら
の

活
動
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
。

タ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
盛
岡
地

本
か
ら
も
駅
伝
競
技
に
１
チ
ー
ム

と
個
人
に
３
人
が
参
加
し
た
。

　

駅
伝
の
地
本
チ
ー
ム
は
、
１
区

の
佐
藤
選
手
が
２
位
で
２
区
八
嶋

選
手
に
襷
を
繋
ぎ
、
３
区
黒
井
選

手
が
ト
ッ
プ
に
出
て
、
４
区
の
村

上
選
手
に
繋
ぎ
ト
ッ
プ
を
維
持
し

た
が
、
５
区
花
田
・
６
区
吉
田
選

手
の
頑
張
り
も
、
長
野
地
本
Ａ
チ

ー
ム
の
快
走
に
及
ば
す
、
吉
田
選

手
が
２
位
で
ゴ
ー
ル
、
３
連
覇
は

な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

【
駅
伝
メ
ン
バ
ー
成
績
】

▽
１
区
〈
５
キ
ロ
〉

佐
藤　

優
気
（
家
族
）

　

16
分
03
秒
（
区
間
２
位
）

▽
２
区
〈
２
・
５
キ
ロ
〉

八
嶋　

昌
二
（
青
森
運
輸
区
分
会
）

　

９
分
28
秒
（
区
間
３
位
）

▽
３
区
〈
２
・
５
キ
ロ
〉

黒
井　

恒
夫
（
宮
古
地
域
分
会
）

　

10
分
37
秒
（
区
間
３
位
）

▽
４
区
〈
２
・
５
キ
ロ
〉

村
上　

敏
光
（
青
森
運
輸
区
分
会
）

　

10
分
09
秒
（
区
間
３
位
）

▽
５
区
〈
２
・
５
キ
ロ
〉

花
田　

長
蔵
（
北
上
工
務
分
会
）

　

12
分
06
秒
（
区
間
７
位
）

▽
６
区
〈
５
キ
ロ
〉

吉
田　

雅
美
（
盛
岡
電
気
分
会
）

　

20
分
01
秒
（
区
間
４
位
）

▽
ト
ー
タ
ル

　

１
時
間
18
分
24
秒

【
個
人
参
加
者
成
績
】
５
キ
ロ

第
10
位　

22
分
49
秒

佐
々
木
義
仁
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

第
24
位　

24
分
40
秒

佐
藤　

隆
文
（
Ｏ
Ｂ
）

第
51
位　

28
分
55
秒

梅
沢　
　

昇
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

大
会
以
降
も
６
人
の
国
労
加
入
・

復
帰
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
東
日
本
本
部
は
11
月

16
日
、
さ
い
た
ま
市
・Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ

大
宮
で
「
各
地
方
本
部
・
地
区
本

部
組
織
部
長
会
議
」
を
開
催
し
、

情
勢
認
識
の
一
致
と
当
面
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を

図
っ
た
。全
体
で
23
人
が
出
席
し
、

地
方
本
部
か
ら
は
菊
池
組
織
部
長

が
参
加
し
た
。

　

樋
口
執
行
委
員
の
司
会
で
始
ま

り
、
松
井
委
員
長
が
「
国
労
を
取

り
巻
く
情
勢
認
識
の
一
致
が
重
要

で
あ
り
、
闘
争
指
令
第
１
号
の
実

現
に
向
け
共
に
奮
闘
し
た
い
」
と

挨
拶
。武
田
組
織
部
長
か
ら
の「
７

年
連
続
の
新
規
採
用
者
加
入
だ

が
、
会
社
側
の
姿
勢
も
現
場
段
階

で
は
様
々
あ
り
、
国
労
側
が
求
め

な
い
と
動
き
は
な
い
。
一
括
和
解

以
降
の
状
況
の
変
化
、
会
社
や
他

労
組
の
状
況
、
出
向
先
の
労
働
条

件
改
善
等
、
こ
れ
ら
の
実
態
を
広

め
る
中
で
拡
大
に
結
び
付
い
て
い

く
こ
と
が
重
要
」
と
の
提
起
を
受

け
、
議
論
へ
と
移
っ
た
。

　

地
方
か
ら
の
特
徴
的
な
発
言
と

し
て
は
、「
他
労
組
若
手
組
合
員

は
国
労
の
動
き
を
き
ち
ん
と
見
て

い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
意
識
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
盛

岡
）「
新
人
教
育
や
技
術
の
継
承

問
題
を
意
識
的
に
取
り
組
む
」（
仙

台
）「
全
分
会
に
組
織
拡
大
対
策

委
員
会
を
設
置
。
計
画
し
、
行
動

し
、
総
括
を
繰
り
返
し
て
い
く
」

（
水
戸
）
等
々
が
あ
っ
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
是
正
と
い
う

労
務
政
策
変
更
に
向
け
た
会
社
側

姿
勢
の
一
方
で
、
新
た
な
人
事
・

賃
金
制
度
の
導
入
に
よ
る
社
員
管

理
の
強
化
と
い
う
状
況
に
も
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
、「
仕
事
総
点

検
運
動
」
を
強
め
る
中
か
ら
安
全

に
安
心
し
て
き
ち
ん
と
仕
事
が
で

き
る
状
態
を
作
り
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
う
し
た

取
り
組
み
が
組
織
拡
大
へ
結
び
付

い
て
い
く
。
学
習
・
宣
伝
・
交
渉

の
強
化
を
図
り
、
職
協
単
位
の
交

流
会
を
進
め
て
行
く
こ
と
等
を
全

体
で
確
認
し
、会
議
を
終
了
し
た
。

青森支部組織
拡大対策会議

仕
事
・
安
全
で
話
し
合
え
る
場

人
間
関
係
作
り
組
織
の
拡
大
を

仕
事
・
安
全
で
話
し
合
え
る
場

人
間
関
係
作
り
組
織
の
拡
大
を

仕
事
・
安
全
で
話
し
合
え
る
場

人
間
関
係
作
り
組
織
の
拡
大
を

仕
事
・
安
全
で
話
し
合
え
る
場

人
間
関
係
作
り
組
織
の
拡
大
を

==
東
北
協
議
会
労
働
講
座==

学
習
・
宣
伝
・
交
渉
強
化
図
り

　
組
織
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く

東
日
本
本
部
組
織
部
長
会
議
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